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，
（
勺
＆
）
》

一
九
七
四
年
、
遼
寧
省
喀
左
県
山
湾
子
に
於
い
て
、
一
一
一
一
点
に
及
ぶ
股
周
青
銅
器
が
一
ま
と
一
ま
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
設
末
周
初
の

（⑤■）

青
銅
器
が
一
括
し
て
出
土
す
る
。
砥
）
の
と
し
て
ば
、
一
九
四
一
年
喀
左
県
小
城
村
南
溝
屯
発
見
の
例
が
は
じ
ま
り
で
、
大
凌
河
上
流
域
の
喀
左
県

内
で
は
、
馬
胤
瀞
、
鈷
蝋
雪
職
〉
山
洞
椛
小
波
汰
職
耐
ど
弧
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
括
で
発
見
さ
れ
る
多
数
の
青
銅
器
群
に
つ
い
て
は
、

（▽。）

西
周
初
期
に
於
け
る
燕
の
建
国
、
と
結
び
つ
け
て
、
今
日
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
北
京
琉
璃
河
で
西
周
初
期
の
燕
、
と
関
係
す
る
大
規
模
な
墓

地
が
発
掘
さ
れ
、
｜
ま
た
付
近
に
は
西
周
初
期
以
前
に
湖
上
す
る
古
城
杜
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
ざ
加
で
、
一
部
で
否
定
的
で
あ
っ
た
西

（⑤⑨〕

周
初
期
の
「
北
燕
」
の
存
在
が
考
古
学
に
実
証
』
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
識
に
。
ま
た
馬
廠
溝
出
土
の
帯
銘
銅
器
の
中
に
「
慶
侯
」
の
銘
を
。
も
つ

勺
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
燕
と
結
び
つ
く
こ
と
か
ら
、
大
凌
河
上
流
域
で
発
見
さ
れ
る
西
周
初
期
の
青
銅
器
群
は
、
克
設
後
、
北
京
周
辺
に
封
建

さ
れ
た
燕
が
、
・
燕
山
山
脈
を
越
え
て
北
征
し
た
と
き
の
記
念
物
と
ゑ
な
さ
れ
て
い
る
ｐ
言
い
換
れ
ぼ
燕
が
実
行
支
配
し
た
領
域
の
境
界
を
一
示
す

（
ｕ
）

ｊ
も
の
で
あ
り
、
北
定
の
後
に
あ
る
種
の
祭
り
を
。
と
り
行
い
、
後
そ
れ
ら
祭
器
を
一
括
し
て
埋
納
し
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
喀
左
県
で
承
ら
れ
る
、
と
同
様
の
埋
納
遺
跡
は
、
遼
寧
省
朝
陽
県
の
木
頭
城
子
、
大
嚇
で
９
も
発
見
」
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
義
鳳
趣
一
ま

で
及
ん
で
い
る
。
ま
た
赤
峰
の
牛
波
羅
、
吉
林
省
の
克
什
克
騰
旗
天
宝
同
で
も
青
銅
器
礼
器
の
発
見
が
堪
拙
、
西
周
初
期
の
白
浮
村
木
榊
墓
で

出
土
す
る
特
徴
的
な
武
器
聡
遼
河
中
流
の
新
民
県
で
も
発
掘
さ
れ
て
い
鞠
一
」
と
な
ど
か
ら
承
る
０
と
、
遼
河
の
西
側
に
は
こ
の
種
の
遺
跡
が
ざ

遼
寧
省
山
湾
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群

は
じ
め
に

甲
元
眞

之
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ら
に
点
在
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
う
し
た
分
布
の
広
が
り
と
密
度
の
濃
さ
は
、
そ
れ
は
燕
侯
に
よ
る
一
時
期
の
遠
征
と
は
考
え
難
い
こ

（
Ⅳ
）

と
を
示
し
て
い
る
？
ま
た
蘆
溝
橋
耐
：
「
医
侯
乍
旅
孟
」
銘
を
も
つ
銅
器
を
中
心
と
し
た
一
群
や
牛
横
山
の
青
銅
器
・
群
輸
ｒ
《
《
北
京
周
辺
に
於
い

て
も
同
様
の
遺
跡
瀧
辨
み
ら
れ
る
こ
と
ほ
ら
さ
ら
に
そ
れ
を
予
想
Ｅ
さ
せ
定
く
れ
よ
う
。

西
周
初
期
の
埋
納
青
銅
器
を
検
討
鯵
た
と
き
に
、
・
遼
寧
省
出
土
の
該
期
③
青
銅
器
群
は
《
成
主
期
と
康
主
期
の
二
時
期
に
分
け
う
る
こ
と
を

示
Ｌ
繩
が
、
山
潤
子
や
馬
廠
溝
出
土
の
青
銅
器
の
分
析
を
充
分
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ｐ
こ
の
た
め
山
湾
子
や
馬
廠
溝
②
青
銅
器
群
を
｜
一
、

一
一
一
時
期
の
異
る
も
の
が
あ
る
も
の
の
、
．
ま
と
め
て
康
王
期
：
も
の
と
し
、
召
公
旨
の
軍
事
行
動
に
随
伴
す
る
｝
も
の
ど
迫
た
だ
め
に
（
燕
侯
」
の
支

配
下
に
組
象
込
ま
れ
た
段
の
遺
民
‐
問
題
を
深
く
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
東
北
ア
ジ
ア
に
青
銅
器
文
化
が
波
」
及
す
る
の
は
、
こ
の

燕
が
北
京
に
封
建
さ
れ
韓
口
北
方
へ
の
進
出
を
行
っ
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
東
北
蕨
ジ
ア
の
書
銅
器
文
化
を
理
』
畷
す
る
た
め
に
も
Ｐ

西
周
初
期
の
燕
の
動
向
が
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
言
を
ま
た

大
凌
河
上
流
域
で
発
見
さ
れ
た
青
銅
器
群
の
中
で
も
、
北
洞
村
の
場
合
は
、
Ｌ
ほ
ぼ
同
一
‐
時
期
の
青
銅
礼
・
器
が
。
セ
ッ
ト
を
な
し
、
し
か
も
整
然

と
｛
霊
感
穴
の
中
に
埋
納
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
馬
廠
溝
や
山
湾
子
で
は
雑
然
と
放
置
さ
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
た
そ
の
礼
・
器
の

組
承
合
わ
せ
も
不
自
然
で
あ
っ
て
、
異
る
時
期
の
器
物
が
。
混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い

馬
廠
溝
で
一
‐
括
出
士
と
伝
え
ら
れ
る
青
銅
器
Ｆ
群
の
中
に
？
異
っ
た
時
期
の
も
の
が
三
あ
る
こ
と
を
■
指
摘
し
た
の
は
陳
夢
家
で
あ
つ
だ
ｐ
馬
廠
溝
ｆ

出
土
一
六
点
の
銅
器
の
う
ち
、
、
壷
：
鳥
獣
尊
は
異
質
な
も
の
と
し
て
、
他
の
一
四
点
が
一
組
の
完
整
な
随
葬
銅
器
と
承
、
刷
る
。
山
湾
子
出
土

品
の
中
で
も
股
後
期
の
作
風
に
近
い
も
の
が
厩
あ
っ
て
、
一
一
時
期
も
し
く
は
そ
訓
れ
以
上
の
時
期
差
を
も
つ
も
の
が
混
在
し
て
い
る
可
能
性
が
な
い

．
（
Ⅲ
）

わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
報
文
が
あ
り
、
そ
の
一
部
が
日
本
で
も
展
示
さ
れ
て
実
見
で
き
・
た
山
湾
子
の
青
銅
器
群
を
例
に
と
っ
て

分
析
を
す
す
め
、
遼
寧
地
方
に
あ
る
西
周
初
期
の
埋
納
遺
跡
に
つ
き
再
度
検
討
し
て
承
た
い

遼
寧
省
山
湾
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群
（
囲
む
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山
湾
子
は
喀
左
県
城
の
南
一
一
五
血
、
大
凌
河
の
上
流
が
狭
陰
な
河
谷
平
野
と
起
伏
の
激
し
い
低
丘
陵
を
形
成
す
る
付
近
の
、
東
岸
第
一
段
丘

上
に
位
置
す
る
。
一
九
七
四
年
、
農
民
が
耕
地
整
理
を
行
っ
て
い
る
最
中
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
長
径
が
一
・
二
ｍ
ほ
ど
の
方
円
形
で
、
深

’
〔
並
）

ざ
が
○
・
九
ｍ
の
士
擴
中
に
一
一
一
一
点
の
青
銅
器
が
放
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
今
、
報
告
書
に
記
さ
れ
た
記
述
に
よ
っ
て
、
出
土
し
た
一
一
一
一
点

の
遺
物
を
承
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

①
叔
尹
方
鼎
、
ロ
部
縦
一
七
・
四
、
横
一
三
・
五
、
足
高
七
．
一
一
一
帥
。
外
反
す
る
円
い
口
唇
部
を
も
ち
腹
部
は
下
脹
れ
。
口
唇
下
に
一
条
の

凸
弦
紋
を
も
つ
。
長
辺
部
の
口
端
に
は
や
や
外
反
す
る
環
耳
が
あ
る
（
第
１
図
３
）
。
内
底
に
は
「
叔
尹
乍
旅
」
の
銘
が
承
ら
れ
る
（
第

２
図
３
）
。

②
扇
、
口
径
一
四
・
七
、
耳
ま
で
の
高
さ
一
七
函
。
円
味
を
帯
び
た
口
唇
を
も
ち
胴
部
の
張
る
器
形
で
、
ロ
頚
部
に
二
条
の
凸
弦
線
を
も
つ
。

③
製
饗
紋
駅
、
口
径
二
六
、
腹
の
深
さ
一
六
、
耳
ま
で
の
高
さ
三
七
・
一
一
一
剛
。
腹
は
ロ
縁
部
が
外
反
し
て
環
状
の
双
耳
が
つ
き
、
腹
の
上
部

に
一
一
条
の
凸
弦
紋
を
も
つ
。
｛
甑
足
は
胴
の
中
央
が
強
く
脹
承
、
饗
謹
紋
で
飾
ら
れ
る
（
第
３
図
５
）
。
腹
内
底
に
十
字
形
孔
が
三
組
あ

。

④
戌
願
、
口
径
二
五
・
一
一
一
、
…
腹
の
深
さ
一
八
・
五
、
耳
ま
で
の
高
さ
四
一
ｍ
Ｐ
や
や
外
反
気
味
の
環
状
耳
が
直
状
に
の
び
、
方
唇
は
外
に

少
を
開
く
。
腹
の
上
部
に
三
組
の
饗
護
紋
に
よ
る
狭
い
紋
様
帯
が
め
ぐ
り
（
第
３
図
６
）
、
款
足
上
部
に
は
肉
厚
の
獣
面
紋
が
配
さ
れ

る
。
内
腹
の
上
部
に
は
「
戊
●
圧
乍
宝
陣
葬
」
の
銘
文
が
あ
る
（
●
は
未
読
）
（
第
２
図
４
）
。

⑤
伯
矩
願
、
口
径
二
五
・
五
、
團
腹
の
深
さ
一
七
『
・
五
、
耳
ま
で
の
高
さ
四
○
・
八
ｍ
・
器
制
は
④
と
ほ
ぼ
同
じ
ｐ
頚
部
に
一
一
一
組
の
鑓
饗
紋
が

め
ぐ
り
（
第
３
図
３
）
、
願
足
に
は
獣
面
紋
が
承
ら
れ
る
（
第
３
図
７
）
。
内
腹
の
上
・
部
に

「
白
矩
乍
宝
陣
葬
」
の
銘
文
が
あ
る
（
第
２

図
１

⑤ ／
遼
寧
省
山
潤
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群
（
甲
元
）
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⑥
饗
饗
紋
孟
、

径
一
一
一
六
、
底
径
一
一
五
・
六
、
高
さ
一
一
四
・
五
ｍ
。
方
唇
で
外
反
し
、
曲
折
す
る
環
状
耳
が
あ
る
。
胴
下
部
に
は
外
開
き
の

圏
台
が
つ
く
。
ロ
縁
部
と
圏
台
に
ば
渦
紋
と
半
身
の
蕊
紋
が
め
ぐ
り
、
腹
部
に
は
鍵
饗
紋
が
薑
飾
ら
れ
る
（
第
３
図
Ⅲ
）

⑦
魚
尊
口
径
一
一
五
・
一
一
一
、
底
径
一
五
・
五
へ
高
さ
三
七
、
腹
の
深
さ
一
一
七
・
五
ｍ
・
器
形
は
瓢
に
近
く
へ
四
渉
所
に
棲
脊
が
象
ら
秘
る

（
第
３
図
阻
）
。
花
紋
は
三
段
に
分
れ
、
各
段
の
花
紋
は
稜
脊
を
鼻
と
し
て
主
紋
の
間
は
雲
霞
紋
で
充
た
さ
れ
ろ
。
頚
部
に
は
四
組
の
逆

立
し
た
鍵
裟
紋
が
配
さ
れ
、
上
腹
、
下
腹
、
圏
足
と
も
鍵
裟
紋
が
飾
ら
れ
る
（
第
３
図
皿
、
唱
辿
）
９
圏
足
内
部
に
は
「
魚

の
銘
文

が
ふ
ら
れ
る
（
第
２
図
２
）
Ｐ
銘
文
と
腹
部
に
十
字
型
の
鐇
孔
を
入
れ
る
手
法
な
ど
ぱ
、
設
器
の
風
格
を
帯
び
て
い
る

③
舟
父
白
、
梁
ま
で
の
高
さ
三
四
、
、
口
径
一
四
・
五
×
｜
｜
・
四
、
蓋
の
高
さ
一
一
一
・
五
、
蓋
の
口
径
一
七
・
六
×
一
四
Ⅷ
。
蓋
面
の
四
周

に
は
二
つ
の
圏
帯
の
間
に
饗
謹
紋
を
飾
る
（
第
３
図
８
）
。
把
手
の
根
本
に
は
羊
首
を
飾
叉
酉
上
部
に
は
羊
首
と
小
獣
首
を
配
す
ｇ
器

内
底
に
は
「
舟
父
甲
」
、
蓋
の
内
側
に
は
「
車
覺
父
丁
」
の
銘
文
を
も
つ
。
銘
文
の
風
格
か
ら
西
周
よ
り
や
や
早
い
時
期
の
も
の
と
す

る
。

⑨
渦
紋
曇
、
口
径
一
六
・
五
、
底
径
一
七
・
一
一
一
、
高
さ
三
一
・
五
ｍ
、
二
頚
が
長
く
大
き
な
圏
足
を
も
つ
。
胴
中
央
広
腹
が
最
大
に
張
り
出
す

所
に
一
条
Ｄ
凸
帯
が
め
ぐ
り
、
肩
に
は
六
点
の
円
形
渦
紋
が
配
さ
れ
る
（
第
３
図
Ⅲ
）
。

⑩
牛
紋
曇
、
口
径
一
七
・
五
、
高
さ
二
九
・
五
画
。
内
煩
す
る
ロ
縁
で
頚
は
高
く
、
な
で
肩
か
ら
底
部
に
す
ぼ
糸
、
圏
足
に
続
く
。
頚
と
圏

口
足
に
は
一
一
条
の
凸
弦
紋
、
肩
部
に
獣
首
の
耳
を
配
し
、
そ
れ
と
異
る
面
に
は
首
を
共
有
す
る
二
体
の
牛
紋
が
あ
る
（
第
３
図
１
）
。

⑪
史
方
曇
口
部
の
縦
一
四
、
横
一
一
・
一
一
一
、
底
の
縦
一
五
・
二
、
横
一
一
・
五
、
高
さ
一
一
一
五
・
七
ｍ
。
や
や
高
い
頚
部
に
浅
い
獣
面
を
施

し
、
肩
に
一
一
ヶ
の
渦
紋
を
四
面
に
配
し
て
、
前
後
二
面
に
は
中
央
に
小
獣
頭
を
も
つ
。
肩
部
の
紋
様
は
二
条
の
凸
弦
紋
に
よ
っ
て
区
切

ら
れ
§
紋
様
帯
を
な
し
、
方
圏
足
に
は
三
条
の
凸
弦
紋
が
承
ら
れ
る
。
頚
の
内
部
に
「
史
」
銘
あ
り
（
第
１
図
１
）
。

⑫
鍵
謹
紋
墓
口
径
一
三
・
五
、
底
径
一
八
、
高
さ
一
五
・
一
一
ｍ
・
外
反
す
る
ロ
縁
で
腹
下
部
が
脹
ら
歌
外
開
き
の
圏
台
を
も
つ
。
両
耳
の

下
に
は
頚
が
た
れ
る
ｐ
口
径
二
一
一
・
五
、
底
径
一
八
、
高
さ
一
五
・
二
ｍ
・
外
反
す
る
ロ
縁
で
腹
下
部
が
張
ら
承
外
開
き
の
圏
台
を
も

遼
寧
者
山
湾
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群
（
甲
一
空
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つ
。
両
耳
の
下
に
は
覇
が
た
れ
る
。
、
頚
部
に
は
菱
龍
が
め
ぐ
り
、
腹
部
に
は
襲
護
紋
を
飾
る
（
第
３
図
９
）
。
圏
足
上
の
蕊
龍
は
双
唇
を

下
位
に
向
け
、
器
外
底
に
は
斜
方
格
紋
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
内
底
に
銘
文
が
あ
る
が
（
亜
字
形
の
内
部
の
文
字
は
不
明
（
第
２
図

、
）
。

⑬
父
乙
蕊
口
径
二
五
、
底
径
一
九
・
・
四
、
高
さ
一
八
・
三
ｍ
ｐ
口
唇
は
丸
味
を
帯
び
て
や
や
開
き
気
味
、
獣
形
耳
の
下
部
に
鉤
状
の
現
が

つ
く
。
頚
部
と
圏
台
に
は
三
組
の
蕊
紋
が
組
糸
合
わ
ざ
っ
て
鍵
謹
紋
帯
を
な
し
（
第
４
図
１
と
２
）
。
腹
部
に
は
斜
方
格
雷
乳
紋
が
飾
ら

れ
る
（
第
４
図
４
）
。
耳
に
は
蝉
紋
が
一
つ
あ
る
ｑ
器
内
底
に
は
銘
文
四
字
あ
る
が
、
‐
後
の
「
父
乙
」
し
か
判
読
で
き
な
い
（
第
２
図

６
）
・
前
二
文
字
は
あ
る
い
は
牝
鹿
の
象
形
か
も
し
れ
な
い
。
股
末
か
ら
周
初
の
器
と
考
え
る
。

⑭
、
父
甲
蕊
》
口
径
二
四
・
五
、
底
径
一
九
・
二
、
高
さ
一
七
・
一
ｍ
。
｛
ロ
縁
が
突
帯
状
に
開
き
、
腹
下
部
が
脹
ら
む
も
の
で
、
ま
っ
す
ぐ

熊
圏
台
が
つ
く
。
耳
の
下
位
に
頂
が
あ
り
、
頚
部
及
び
圏
台
に
饗
饗
紋
が
配
さ
れ
る
（
第
型
図
３
，
５
）
・
外
底
に
方
格
紋
が
あ
り
、
内

底
に
「
、
父
甲
」
の
銘
が
蕊
ら
れ
る
（
第
２
図
９
）
。

⑮
庚
父
戊
篁
・
口
径
一
一
一
一
Ｖ
底
径
一
六
・
六
、
高
さ
．
一
五
・
二
ｍ
・
口
唇
は
丸
く
や
や
外
に
開
き
、
下
腹
部
が
少
し
張
る
。
ロ
縁
下
と
圏
足

に
は
二
組
の
蕊
龍
が
対
称
的
に
置
か
れ
、
腹
部
に
は
大
口
で
眉
の
大
き
な
襲
護
紋
が
飾
ら
れ
る
。
外
底
に
は
額
を
接
す
る
獣
面
一
組
が

あ
る
。
こ
の
器
の
紋
様
は
不
鮮
明
で
銘
文
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
内
底
部
に
「
庚
父
戊
」
の
三
字
が
ふ
ら
れ
る
（
第
２
図
⑫
）
。

⑯
直
紋
謹
口
径
二
四
・
五
、
底
径
一
九
、
高
さ
一
七
・
五
型
口
唇
は
平
た
く
か
す
か
に
外
反
す
る
。
頚
部
に
は
渦
紋
と
蕊
紋
を
組
承
合

わ
せ
た
紋
様
帯
が
あ
り
、
腹
部
に
は
縦
の
直
線
紋
（
第
４
図
６
）
が
、
圏
足
に
は
渦
紋
と
四
弁
花
紋
が
あ
る
（
第
４
図
７
）
・
獣
状
を
し

た
耳
の
つ
く
り
は
緊
縛
で
、
蕊
紋
を
施
し
た
瑁
が
つ
く
。
：
内
底
部
に
は
「
父
丁
□
」
の
銘
文
あ
り
（
第
２
図
８
）
。

⑰
尹
篦
口
径
一
九
’
五
、
底
径
一
七
・
八
二
局
ざ
一
五
・
四
Ⅷ
・
角
ば
っ
た
口
唇
を
も
ち
や
や
外
反
す
る
。
腹
の
最
大
径
は
下
腹
部
に

あ
っ
て
急
激
に
脹
む
。
腹
部
に
は
紋
様
は
承
ら
れ
な
い
承
、
頚
部
と
圏
足
に
は
蕊
龍
紋
が
配
さ
れ
（
第
４
図
ｇ
）
。
外
底
に
は
は
っ
き
り

と
し
な
い
浅
い
花
紋
が
融
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
「
尹
」
の
文
字
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る

遼
寧
者
山
湾
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群
（
甲
元
）
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⑱
雷
乳
紋
篁
口
径
一
一
六
・
六
、
底
径
二
○
・
一
、
高
さ
一
八
・
一
ｍ
。
口
唇
部
は
突
帯
状
に
突
出
し
、
耳
に
は
鉤
形
の
頂
が
つ
く
。
圏
足

は
や
や
高
く
、
外
に
開
く
。
頚
と
圏
足
に
は
四
弁
花
紋
と
渦
紋
溌
組
糸
合
さ
っ
た
紋
様
帯
を
Ｑ
く
り
（
第
４
図
８
）
、
腹
部
は
方
格
雷
乳

紋
と
円
紋
が
飾
ら
れ
る
（
第
４
図
、
）
ｐ
底
部
に
蝿
檎
漉
の
網
状
紋
が
あ
る
。
内
底
に
：
后
院
宝
噂
葬
」
の
銘
文
溌
あ
る
曇
衆
２
図
Ⅲ
）
ｏ

重
厚
な
つ
く
り
で
、
鋳
造
も
精
巧
に
で
き
て
い
て
、
・
山
湾
子
出
土
墓
の
中
で
も
最
上
の
製
品
で
あ
る
と
い

⑲
雷
乳
紋
篦
口
径
一
一
四
・
六
、
底
径
一
七
寸
六
、
高
さ
ニ
ハ
・
一
一
ｍ
・
平
口
縁
で
す
ら
り
と
し
た
腹
部
を
も
ち
、
や
や
高
い
圏
台
が
つ
く
。

紋
様
に
は
頚
部
と
圏
足
部
に
雷
紋
を
地
紋
と
し
て
三
組
の
蕊
龍
紋
が
あ
り
、
蕊
龍
：
身
は
細
く
尾
を
巻
き
上
げ
、
蕊
龍
の
唇
が
台
燃
す

ろ
。
腹
部
に
は
斜
方
格
の
雷
乳
紋
溌
あ
る
（
第
４
図
皿
）
が
、
：
卍
乳
は
小
粒
で

⑳
棚
万
篦
し
口
径
一
一
○
．
・
五
舜
底
径
十
六
、
高
さ
十
四
ｍ
。
・
平
口
縁
一
で
外
開
き
と
な
卿
、
下
腹
部
が
や
や
脹
ら
む
、
圏
台
は
高
く
そ
の
先
端

は
稜
を
な
し
耳
は
比
較
的
細
く
鉤
形
の
小
さ
な
頂
が
つ
く
。
ロ
縁
下
部
に
は
器
の
前
後
一
一
ヶ
所
の
小
羊
首
が
あ
っ
て
そ
れ
を
中
心
と
し

て
、
円
渦
紋
と
変
体
蕊
紋
が
並
ぶ
（
第
４
図
追
）
・
圏
足
に
は
雲
雷
紋
を
地
紋
と
し
て
四
組
の
鍵
甕
紋
が
飾
ら
れ
る
（
第
４
図
、
）
。
外

底
に
は
斜
方
格
網
状
紋
が
あ
り
、
内
底
に
は
．
伽
万
乍
義
枇
宝
樽
騨
」
と
銘
文
が
あ
る
。
こ
の
器
形
は
馬
廠
溝
出
土
の
「
察
」
篭
に
近

い
．

⑪
寳
伯
篭
口
径
一
七
二
一
、
底
径
一
八
、
高
さ
一
四
・
七
、
圏
足
の
高
さ
一
一
一
ｍ
・
直
立
す
る
尹
短
い
頚
部
を
も
ち
、
最
大
径
が
腹
部
中
央
に

あ
っ
て
、
圏
足
は
外
反
し
な
い
Ｑ
獣
首
形
の
耳
を
も
っ
て
、
そ
の
下
部
に
詞
が
つ
く
。
頚
部
と
圏
足
に
は
四
組
を
対
称
さ
せ
た
斜
角
雷

雲
紋
間
に
巻
雲
紋
を
も
っ
て
飾
る
（
第
３
図
２
，
４
）
。
器
外
底
に
は
斜
方
格
紋
餓
承
ら
れ
る
。
器
の
内
底
に
は
銘
文
が
あ
り
、
「
團
白

乍
宝
陣
葬
」
と
記
す
（
第
２
図
５
）
。
．

⑳
盤
状
器
直
径
三
一
一
・
五
ｍ
、
平
口
縁
に
八
ヶ
の
小
孔
が
あ
る
。
そ
の
孔
の
縁
辺
部
は
磨
滅
し
長
期
の
使
用
の
痕
跡
を
示
す
。
饗
菱
紋
孟

の
上
に
置
か
れ
て
発
見
さ
れ
た
談
用
途
不
明
。

遼
寧
者
山
湾
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群
（
甲
一
ろ
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以
上
の
よ
う
な
青
銅
器
群
に
対
し
て
報
告
者
は
、
魚
尊
は
股
代
末
期
に
棚
上
す
る
も
の
で
あ
る
が
へ
他
は
す
べ
て
西
周
初
期
の
器
物
で
あ
る

の
で
こ
の
山
湾
子
の
害
蔵
社
の
年
代
は
西
周
初
期
と
す
る
。
ま
た
銅
器
の
銘
文
に
ふ
ら
れ
る
徽
号
の
不
一
致
は
、
股
周
革
命
の
際
に
捕
獲
さ

（
麹
）

れ
た
股
器
が
、
燕
侯
に
よ
り
そ
の
部
下
に
再
配
分
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
山
湾
子
出
土
の
青
銅
器
が
大
部
分
西
周
期

の
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
う
し
た
再
配
分
は
起
り
得
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
編
年
観
と
自
己
矛
盾
を
お
こ
し
て
い
る
。
ま
た
報
告
者
は
、

（
狐
》

馬
廠
溝
出
土
の
青
銅
器
に
比
挙
山
湾
子
の
も
の
が
新
し
い
と
す
る
が
、
魚
尊
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
択
え
る
の
か
、
今
一
度
各
青
銅
器
の
年
代
に

つ
い
て
検
討
し
て
承
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

’
’
一
一
点
の
青
銅
器
の
う
ち
願
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
一
一
一
点
の
甑
の
う
ち
戊
願
と
伯
矩
甑
は
口
径
も
高
さ
も
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
、
腹
上
部
に
三
組

の
鍵
謹
紋
を
組
糸
合
せ
て
紋
様
帯
を
構
成
し
〈
し
か
も
そ
の
紋
様
も
同
一
と
承
る
こ
と
が
で
き
頁
さ
ら
に
甑
足
部
の
獣
面
紋
も
類
似
す
る
。

こ
れ
ら
一
一
点
の
願
と
器
制
も
紋
様
も
極
め
て
近
い
も
の
と
し
て
、
「
戈
父
戌
」
甑
（
陳
夢
家
『
段
周
青
銅
器
分
類
図
録
』
Ａ
一
三
七
）
が
あ
げ
ら

（
蘭
）

（
缶
）

れ
、
さ
ら
に
は
琉
璃
河
Ｍ
一
一
五
一
一
一
号
墓
出
土
の
「
團
甑
」
が
あ
る
。
款
足
部
の
獣
面
と
同
一
の
紋
様
は
琉
璃
河
Ｍ
一
一
五
一
墓
出
土
の
扇
の
蓋
と

腹
部
に
祭
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
琉
璃
河
の
扇
に

「
在
戊
辰
、
匿
侯
易
白
矩
貝
、
用
乍
父
戊
陣
葬
」

の
銘
が
あ
り
（
第
６
図
５
）
、
器
の
作
風
と
銘
文
の
一
致
か
ら
、
同
一
の
作
者
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
康
王
期
の
頃
の
も
の
と
考
え
ら
加
汀
・
他
方
饗
謹
紋
甑
の
甑
足
部
の
紋
様
は
前
二
者
に
近
い
が
、
口
径
が
大
き
く
外
開
き
と
な
り
、

内
底
に
十
字
型
の
穿
孔
を
有
す
る
な
ど
、
克
什
克
騰
旗
天
宝
同
出
土
叺
聯
や
険
西
省
出
土
の
陵
鰯
に
近
い
。

扇
は
袋
部
が
や
や
脹
ら
ふ
、
頚
部
に
一
一
条
の
凸
弦
を
も
つ
な
ど
、
琉
璃
河
Ｍ
五
○
号
出
土
の
鼠
撰
と
同
一
と
承
な
し
う
る
。

Ｍ
五
○
号
は
西

ロ
遼
寧
者
山
湾
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群
（
甲
元
）



201

魚
父
乙
鼎
及
び
由
「
魚
父
乙
」

魚
父
丁
鼎
及
び
」
尊
「
魚
父
丁
」

魚
作
父
乙
尊
；
魚
乍
父
乙
宝
陣
葬

魚
作
庚
尊
「
魚
乍
父
庚
舞
」

魚
作
父
癸
尊
「
魚
乍
父
癸
鐸
」

魚
父
癸
白
及
び
壷
「
魚
父
癸
」

魚
父
丙
爵
「
魚
父
丙
」

（
劃
）

ま
た
隣
西
省
出
土
品
に
「
魚
父
癸
」
や
「
魚
」
爵
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
股
末
か
ら
周
刀
初
の
器
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
７
魚
尊
を
そ
の

（
鋤
）

頃
の
も
の
と
考
え
て
も
い
い
。
し
か
し
、
ｊ
琉
璃
河
Ｍ
’
○
四
一
一
一
号
墓
出
土
‐
爵
に
「
魚
魚
」
の
銘
文
を
も
つ
も
の
が
あ
り
、
器
ば
股
風
で
あ
り

（
篭
）

な
が
ら
も
、
成
ョ
期
；
ま
…
実
際
上
は
降
る
も
の
で
戸
燕
侯
の
支
配
下
と
編
入
さ
れ
た
段
の
遺
民
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う

提
梁
白
の
蓋
と
身
の
銘
文
薑
が
異
る
こ
と
は
Ｆ
本
来
別
会
の
器
が
た
ま
た
ま
山
湾
子
で
組
糸
合
■
さ
く
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
腹
の
や
や
中

〔
麓
）

ほ
ど
が
脹
ら
む
も
の
は
陳
夢
家
の
Ａ
五
六
五
に
近
く
へ
蓋
も
ま
た
そ
れ
に
似
る
。
陳
夢
家
は
設
末
周
初
の
頃
に
お
く
。
Ａ
五
六
五
に
は
「
負
父

訂
）
（
盤
）
〔
鍋
）

辛
」
の
銘
文
が
あ
り
、
こ
の
徽
号
を
も
つ
も
の
は
、
北
洞
村
の
埋
納
遺
跡
や
安
陽
の
小
屯
、
陳
西
省
礼
村
そ
の
他
で
の
出
土
が
あ
り
、
股
末
か

ら
成
Ｅ
期
の
頃
に
か
け
て
の
器
と
知
ら
れ
る

史
方
醤
は
肩
部
に
一
一
条
の
凸
弦
紋
に
挟
ま
れ
て
獣
面
を
お
き
、
そ
の
左
右
に
渦
文
を
配
す
る
方
法
や
、
一
層
部
が
丸
味
を
帯
び
る
な
ど
の
器
制

遼
寧
省
山
湾
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群
（
甲
元
）

（
副
）

周
初
期
成
王
期
の
も
の
で
寒
空
る
。

（
砲
）

魚
尊
は
山
湾
子
の
報
告
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
股
代
晩
期
の
作
風
で
あ
る
。
容
庚
の
『
商
周
舞
器
通
考
』
に
よ
れ
ば
、
「
魚
」
の
銘
文
を
Ｊ
も

つ
も
の
と
し
て
次
の
諸
器
が
あ
げ
ら
れ
る
。

魚
鼎
及
び
爵
「
魚
」
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建
陳
夢
家
が
股
代
と
す
る
円
渦
鑓
護
紋
方
禽
繊
近
く
、
他
の
一
一
つ
の
曇
よ
り
も
時
期
の
潮
上
す
る
も
の
で
あ
る
・

、
〔
畑
》

十
点
に
も
達
す
る
篦
も
一
一
つ
の
異
っ
た
時
期
の
も
の
に
弁
別
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
ず
直
紋
墓
は
容
庚
の
一
一
○
九
戈
篁
、
陳
夢
家
の
Ａ
一
一
一

（
⑫
）
’

五
、
Ａ
一
九
六
～
’
九
八
に
大
変
類
似
し
て
お
り
、
す
べ
て
股
器
と
考
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
庚
父
戊
蕊
は
陳
夢
家
の
Ａ
一
一
○
一
一
｜
に
、
雷
乳
紋

篦
は
Ａ
一
五
一
に
そ
れ
ぞ
れ
相
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
鍵
饗
紋
と
、
父
甲
篦
は
い
ず
れ
も
設
器
の
作
風
に
近
く
、
う
ち
、
父
甲
の
徽
号
を
も
つ

（
臼
〕

例
と
し
て
は
、
古
く
孫
壮
の
『
徴
秋
館
吉
金
図
』
一
一
四
に
ふ
る
こ
と
が
で
き
、
近
く
は
隣
西
省
内
の
出
土
青
銅
器
中
に
あ
る
。
以
上
の
篦
は
従

来
の
青
銅
器
の
年
代
観
か
ら
す
れ
ば
股
末
の
も
の
で
あ
る
が
へ
琉
璃
河
の
墓
地
の
時
期
区
分
か
ら
す
れ
ば
成
王
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

残
り
四
点
の
篦
の
う
ち
、
父
乙
墓
は
陳
夢
家
の
Ａ
一
七
四
に
類
似
し
、
棚
万
篦
は
馬
廠
溝
出
土
「
察
」
器
に
近
い
。
「
察
」
器
は
郭
宝
釣
の

⑭
）

『
商
周
銅
器
群
総
合
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
西
周
初
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
尹
墓
と
雷
乳
紋
篁
は
設
末
よ
り
は
。
遅
れ
る
時
期
の
も
の
で
あ
り
、
夏

伯
篁
も
山
湾
子
の
報
告
者
が
述
べ
る
よ
う
に
降
る
時
期
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
用
途
不
明
の
盤
状
器
を
除
く
一
一
一
点
の
山
湾
子
出
土
青
銅
器
群
は
、

扇
、
蕊
饗
紋
甑
、
魚
尊
、
提
梁
白
、
史
方
曇
？
鍵
饗
紋
隻
、
、
父
甲
霊
、
庚
父
篦
、
直
紋
篦
、
雷
乳
紋
霊
、

の
一
群
と
．

叔
尹
方
鼎
、
戊
願
、
伯
矩
由
、
鍵
甕
紋
孟
、
渦
紋

、
牛
紋
曇
、
父
乙
篁
、
尹
鐘
、
雷
乳
紋
霊
、
棚
万
蕊
、

の
グ
ル
ー
プ
に
分
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
一
一
群
は
、
琉
璃
河
の
燕
墓
地
の
出
土
品
と
分
期
と
の
対
比
か
ら
、
前
者
を
成
王
期
に
、

（
輯
）

後
者
を
康
王
期
の
も
の
と
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
も
か
く
も
、
こ
う
し
て
山
湾
子
出
土
青
銅
器
群
を
二
時
期
に
分
期
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

遼
寧
省
山
湾
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群
（
甲
元
）
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」
肌
述
し
た
よ
う
に
山
湾
子
出
土
２
青
銅
器
群
が
二
期
に
分
期
で
き
る
と
、
各
期
そ
れ
ぞ
れ
に
青
銅
礼
器
の
セ
ッ
ト
が
成
立
す
る
。
北
洞
村
で

は
．
｜
号
、
二
号
害
蔵
の
二
基
⑰
埋
納
遺
構
で
青
銅
礼
器
の
セ
ッ
ト
が
成
立
っ
て
お
り
へ
総
計
十
点
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
も
通
じ
る
こ
と
と
な

〔
鯛
）

る
。
ま
た
北
洞
村
ど
同
時
期
の
北
京
市
牛
欄
山
で
発
見
さ
れ
た
埋
納
遺
跡
で
、
一
一
一
器
の
礼
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
と
も
様
相
が
似
か
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
承
て
く
る
ど
、
青
銅
器
が
一
六
点
以
上
、
雑
然
と
一
つ
の
害
蔵
に
放
置
さ
れ
て
い
た
と
す
る
馬
廠
溝
で
も
二
一
つ
の
異
っ
た
時

期
の
も
の
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
例
を
あ
げ
る
と
す
る
と
宛
凸
弦
願
、
饗
饗
紋
篦
な
ど
は
古
く
、
匠
侯
盃
な

ど
は
少
し
新
し
い
時
期
に
属
す
る
も
の
と
承
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
が
し
、
馬
廠
溝
に
つ
い
て
は
短
い
報
文
が
あ
る
だ
け
で
、
委
し
く
検
討
一

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
二
一
時
期
に
わ
た
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

大
凌
河
上
流
域
で
は
割
合
と
近
接
し
た
場
所
に
、
こ
う
し
た
西
周
初
期
の
埋
納
遺
跡
が
存
在
し
て
い
る
。
山
湾
子
か
ら
大
凌
河
を
挟
凡
で
西
・

四
血
に
馬
廠
溝
が
位
置
し
、
対
北
掻
血
で
山
洞
村
に
至
る
。
ま
た
山
湾
子
か
ら
一
一
○
ｍ
以
内
に
洞
上
村
鈷
噌
溝
が
あ
り
、
近
年
園
篭
や
円
鼎
な
ど

を
出
土
し
た
小
波
輝
）
｜
：
九
四
豈
年
に
発
見
さ
れ
た
南
溝
趣
＃
近
い
。
こ
の
よ
う
に
半
径
が
一
五
ｍ
に
も
承
た
な
い
喀
左
県
内
の
同
一
地
域
に

六
ヶ
所
も
の
埋
納
遺
跡
が
あ
る
こ
と
は
、
征
服
地
に
お
け
る
支
配
領
域
の
示
威
行
為
に
し
て
は
理
解
に
苦
し
む
点
で
あ
る
。

次
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
銅
器
に
記
さ
れ
た
銘
文
を
手
懸
に
し
て
考
え
て
ゆ
こ
う
。

〔
組
）

成
王
期
の
北
方
進
出
時
に
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
北
洞
村
の
埋
納
遺
跡
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
帯
銘
銅
器
が
出
土
し
て
い
る
。

「
父
丁
孤
竹
亜
光
」
曇
（
第
５
図
３
）
。

「
丁
亥
、
胤
商
又
正
要
要
貝
へ
才
朋
二
百
、
要
辰
風
商
へ
用
乍
母
己
陣
」
「
亜
舅
侯
笑
」
方
鼎
（
第
５
図
１
，
２
）
。

「
負
父
辛
」
円
鼎
（
第
５
図
４
）
。

卿遼
寧
者
山
湾
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群
（
甲
元
）
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「
叔
尹
乍
旅
」
方
鼎

「
棚
万
乍
義
枇
宝
障
騨
」
蕊

「
璽
白
乍
宝
障
葬
」
蕊

が
あ
る
。
ま
た
成
王
期
と
康
王
期
の
二
期
に
完
全
に
分
期
で
き
な
い
馬
廠
溝
で
は
、

「
魚
父
癸
」
篦
（
第
６
図
４
）

「
ｎ
父
甲
」

次
に
康
王
期
の
帯
銘
銅
器
に
は
、

「
戊
●
辰
乍
宝
騨
」
甑
（
●
は
未
読
）

「
乍
宝
陣
葬
」
墓
（
第
５
図
５
）
ｇ

ま
た
山
湾
子
の
成
王
期
の
青
銅
器
の
銘
文
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

「
白
矩
乍
宝
障
騨
」
願

「
□
□
父
乙
」
窪

三
Ｌ
ａ
篦

「
庭
甲
乍
蘇
孟
」
孟
（
第
６
図
２
）
。

「
史
伐
乍
父
壬
噂
鐸
」
白
（
第
６
図
１
）
。

「
魚
父
癸
」

「
察
」
墓

「
舟
父
甲
」

「
史
」
方
鼎

「
魚
」
尊

遼
寧
省
山
湾
子
出
土
の
一
・
括
青
銅
器
群
（
甲
元
）

「
車
欝
父
丁
」
白
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が
あ
り
、
康
は
康
叔
と
考
え
ら
れ
る
の
で

こ
れ
は
成
王
期
の
も
の
に
比
定
さ
れ
て
い
菊
山
洞
村
で
は
「
光
」
は
亜
字
形
の
徽
号
を
も
つ

こ
と
か
ら
、
股
民
と
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
白
川
静
氏
は
こ
れ
を
「
数
」
と
解
し
、
卜
辞
に
承
ら
れ
る
撒
伯
と
同
一
楡
じ
て
い
る
。

「
風
」
の
銘
文
を
も
つ
も
の
と
し
て
は
、
羅
振
玉
の
『

一
一
代
吉
金
文
存
』
七
・
一
一
一
二
に
、

「
風
易
佳
玉
、
用
乍
祖
癸
陣
、
厩

が
あ
り
、

「
□
風
易
孝
□
、
乍
祖
丁
鐸
」
「
亜
異
侯
臭
」
（
『
一
一
一
代
』
十
一
一
一
・
三
四
・
一
一
一
）

「
丁
未
、
風
商
祉
貝
、
用
乍
父
辛
舞
」
「
亜
星
」
（
『
三
代
』
十
六
・
四
六
・
六
）

「
凱
商
小
子
夫
貝
一
朋
、
用
乍
父
已
陣
騨
」
（
『
三
代
』
十
一
・
一
一
一
一
・
七
）

寧
者
山
湾
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群
（
甲
元

山
洞
村
青
銅
器
の
「
光
」

「
光
乍
康
公
宝
陣
鐸
」

「
戈
乍
父
壬
樽
騨
」
由
（
第
６
図
３
）
。

の
五
器
に
銘
文
を
ゑ
る
こ
と
が
で
き
る

こ
れ
ら
銘
文
中
か
ら
人
名
、
氏
族
名
あ
る
い
は
氏
族
の
徽
号
を
拾
う
と
、

山
洞
村
成
王
期
亜
光
凱
要
亜
異
侯
笑
員

山
湾
子
成
王
期

魚
史
、
舟
車
濤
戊

王
期
》
戊
伯
矩
日
叔
尹
尹
．
棚
万
璽
伯

馬
廠
構
成
王
期
察
匿
侯
伐
戈
．

・
小
沙
汰
康
王
・
期
園

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

山
洞
村
青
銅
器
の
「
光
」
は
溶
県
出
土
と
伝
え
る
孟
と
蓋
に
、
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「
癸
白
矩
乍
宝
陣
鐸
」
盤

が
あ
い
、
伯
矩
の
氏
族
が
「
癸
」
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
小
波
汰
で
知
ら
れ
る
「
園
」
も
河
北
省
南
部
出
土
の
段
末
の
銅
識
暦
に
そ
の
名

が
ふ
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
股
に
近
い
存
在
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
「
察
」
は
尊
に
、

「
王
才
魯
、
察
易
貝
十
朋
、
対
揚
王
休
、
用
乍
宗
鐸
」

が
あ
っ
て
、
．
あ
る
い
は
魯
の
支
配
下
に
組
承
込
れ
た
東
夷
の
一
族
か
も
し
れ
な
い
。
「
團
伯
」
に
つ
い
て
は
類
例
が
な
く
不
詳
。

な
ど
が
あ
っ
て
、
股
末
周
初
の
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
ｐ

「
要
」
は
「
右
正
」
と
い
う
股
の
官
職
を
名
の
っ
て
い
る
が
、
唐
蘭
は
こ
の
右
正
を
「
有
政
」
に
解
し
、
事
物
管
理
に
あ
た
る
有
力
者
と
老

〔
鼬
）

え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
要
」
・
は
段
の
高
官
で
あ
り
、
そ
の
徽
号
か
ら
異
族
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
し
ら
れ
る
。

「
負
」
に
つ
い
て
は
陳
夢
家
Ａ
五
六
五
に
「
負
父
辛
」
の
銘
が
あ
り
、
》
さ
ら
に
陳
西
省
出
土
銅
器
に
「
負
父
丁
」
甑
、
「
負
父
丁
」
篦
、
小
屯

段
墓
出
土
の
も
の
に
「
負
」
爵
溌
あ
る
こ
と
か
ら
も
設
民
と
す
る
に
は
疑
問
は
な
い
。

山
湾
子
成
王
期
の
銘
文
に
あ
る
「
魚
」
・
は
先
に
掲
げ
た
よ
う
に
段
民
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
史
」
は
股
の
史
官
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
の
で
、
同
様
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
「
、
」
は
陳
西
出
士
の
股
器
に
「
、
」
国
を
承
る
こ
と
か
ら
股
の
関
係
者
で
あ
ろ
う
。
「
舟
」
は
舟
爵

（
『
一
一
一
代
』
十
六
・
三
四
・
・
五
）
に
承
ら
れ
る
よ
う
に
、
段
の
高
官
と
考
え
う
る
◎
「
車
」
に
つ
い
て
は
王
辰
の
『
続
設
文
存
』
に

「
己
亥
、
風
見
事
招
彰
、
車
叔
商
風
馬
、
用
乍
庚
宝
陣
葬
」

が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
股
民
で
あ
る
。
白
川
静
氏
は
「
風
」
を
「
風
」
と
す
る
が
、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
要
方
鼎
の
銘
文
を
介
し
て
股
の

有
力
者
で
あ
ｉ
た
こ
と
鰯
窺
え
る
。
ま
た
馬
廠
溝
で
承
ら
れ
る
「
魚
」
「
史
伐
」
「
戈
」
も
股
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
と
承
る
こ
と
が
で
き
る
。

康
王
期
の
も
の
で
は
、
「
戊
」
「
尹
」
も
陳
夢
家
は
股
の
職
官
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
股
と
の
関
係
あ
る
も
の
と
ふ
ら
れ
る
が
、
「
棚
」
に
は
類

例
が
な
く
そ
の
出
自
は
不
明
。
「
伯
矩
」
は
琉
璃
河
回
燕
墓
地
で
一
一
点
、
帯
銘
銅
器
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
他
「
伯
矩
」
に
つ
い
て
は
７
唐
蘭

が
十
六
点
の
銘
を
集
め
て
い
て
、
設
末
周
初
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
な
お
こ
の
「
伯
矩
」
の
銘
を
も
つ
も
の
の
中
に
、

遼
寧
省
山
湾
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群
（
甲
元
）



207
こ
の
よ
う
に
、
遼
寧
省
出
土
の
青
銅
礼
器
に
記
さ
れ
た
人
名
、
氏
族
名
、
も
し
く
は
徽
号
か
ら
す
れ
ば
成
王
期
の
も
の
は
す
べ
て
段
の
余
民

や
段
の
支
配
機
構
下
に
あ
る
民
で
あ
り
毎
康
王
期
の
も
の
の
知
ら
れ
る
も
の
は
殆
ん
ど
股
の
関
係
者
で
あ
る
》
」
と
が
分
る
。
こ
れ
ら
の
中
で

「
魚
」
「
戈
」
お
よ
び
璽
族
は
、
西
周
初
期
の
燕
の
共
同
墓
地
で
あ
る
琉
璃
河
で
出
土
す
る
銅
器
に
そ
の
名
を
示
す
こ
と
、
及
び
、
蘆
溝
橋
出
土

の
霊
に「
匠
侯
易
亜
、
用
乍
父
乙
宝
障
葬
」

と
巽
族
が
燕
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
銘
文
が
鞠
廠
こ
と
な
ど
か
ら
、
遼
寧
省
出
土
の
青
銅
埋
納
遺
跡
は
、
す
べ
て
燕
と
関
係
す
る

ｇ
）

こ
と
で
出
現
し
た
と
い
う
従
来
の
説
は
正
し
い
も
の
と
承
る
こ
と
が
で
き
る
．
こ
の
際
、
魯
が
股
民
六
族
（
條
戸
徐
薊
驚
為
．
索
、
★
長
勺
、
鶯
尾

勺
】
を
、
衝
が
設
民
七
族
を
分
与
さ
れ
た
例
が
参
考
と
な
ろ
う
。
燕
侯
が
股
民
を
引
率
し
て
北
方
へ
の
軍
事
行
動
を
起
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

の
で
あ
る

一
方
、
山
洞
村

山
湾
子
成
王
期
、
山
湾
子
康
王
期
、
馬
廠
溝
の
四
つ
の
埋
納
関
係
遺
跡
で
承
て
ゆ
く
と
、
そ
こ
に
出
て
く
る
人
名

氏
族

の
中
で
勺
両
方
に
ま
た
が
っ
て
承
ら
れ
る
の
ほ
、
「
魚
」
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
馬
廠
溝
の
．
「
魚
父
癸
」
墓
が
塵
侯
孟
な
ど
と
と
も
に
康
王
期

の
も
の
と
す
れ
ば
、
四
者
で
共
通
し
て
承
ら
れ
る
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
地
点
と
時
期
に
よ
っ
て
別
々
な
集
団
が
組
織
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
、
燕
の
支
配
下
に
あ
る
集
団
が
同
時
多
発
の
軍
事
行
動
に
で
た
た
め
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
個
々
の
埋
納
遺
跡
の
年
代
に
少
し
ず

つ
の
ず
れ
が
あ
り
、
燕
侯
の
指
揮
の
も
と
、
》
長
期
間
に
わ
た
っ
て
の
持
続
的
な
北
征
で
あ
っ
た
の
か
考
え
な
く
て
ば
な
ら
な
い

北
京
市
牛
欄
山
で
も
遼
寧
省
内
と
同
様
な
埋
納
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
出
土
す
る
帯
．
銘
銅
器
の
銘
文
に
承
ら
れ
る
も
の
は

「
三
舎
族
に
関
係
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
北
洞
村
に
異
族
を
示
す
も
の
が
多
い
こ
と
は
、
第
一
次
の
燕
の
北
方
進
出
は
、
ま
ず
異
族
を
中

心
と
し
た
集
団
仁
っ
て
な
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
北
洞
村
や
牛
欄
山
出
土
の
銅
器
は
、
山
湾
子
や
馬
廠
溝
の
も
の
と
比
べ
、
古

い
要
素
を
多
く
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
北
洞
村
の
埋
納
銅
器
が
整
然
と
害
蔵
坑
の
中
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
第
一
次
の
北
方
進
出
が
、

大
凌
河
上
流
域
で
一
た
ん
停
止
し
、
こ
こ
を
領
域
支
配
の
境
界
と
な
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
改
め
て
山
湾
子
馬
廠
溝
の
青
銅
器
に
承

遼
寧
者
山
湾
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群
（
甲
元
）
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ら
れ
る
よ
う
に
少
し
時
期
を
異
に
す
る
北
征
が
あ
っ
て
、
大
凌
河
上
流
域
が
本
格
的
支
配
地
に
組
承
込
ま

琉
璃
河
墓
地
に
象
ら
れ
ろ
成
王
期
と
康
壬
期
の
大
き
な
異
り
は
、
成
王
期
の
墓
の
副
葬
品
が
段
的
な
青
銅
礼
器
を
中
心
と
す
る
の
に
対
し
、
「

康
壬
期
の
も
の
で
は
礼
器
以
外
に
武
器
を
多
く
も
つ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
武
器
の
中
に
も
中
国
在
来
の
も
の
と
は
考
え
難
い
有
柄
式
銅
剣

〔
罰
）

を
も
ち
は
じ
め
る
こ
と
で
あ
る

有
柄
式
銅
剣
は
ア
ル
タ
イ
以
西
に
そ
の
出
自
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
、
設
末
に
は
山
西
省
か
ら
遼
寧
省
南
部
に
か
け
て
の
地
に
、
点
☆
と
分

布
を
象
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
康
王
期
の
墓
に
こ
う
し
た
武
器
が
保
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
有
柄
式
銅
剣
を
も
つ
民
族
と
の

対
峠
か
ら
、
自
ら
新
し
く
武
装
化
し
て
こ
れ
に
備
え
た
燕
の
対
応
を
読
象
と
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
遼
河
中
流
の
新
民
県
で
、
康
王
期
の
墓
の

（
訂
）

副
葬
ロ
叩
と
同
様
な
武
器
が
出
土
す
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
如
実
に
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

北
方
有
柄
式
銅
剣
を
使
用
す
る
民
族
と
の
対
峠
か
ら
、
康
王
期
に
は
再
度
燕
山
の
北
へ
と
進
出
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
山
湾

子
や
馬
廠
溝
で
時
期
の
異
る
銅
器
が
雑
然
と
放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
？
戦
勝
記
念
と
し
て
の
祭
も
緊
急
時
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
康
王
期

の
青
銅
器
が
遼
寧
省
義
県
や
新
民
県
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
は
、
そ
の
間
の
あ
わ
た
だ
し
い
状
況
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

同
一
地
域
に
六
ヶ
所
も
埋
納
遺
跡
が
ふ
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
時
期
を
多
少
異
に
し
て
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な

燕
の
対
応
を
も
た
ら
し
た
有
柄
式
銅
剣
を
も
つ
民
族
の
動
き
も
、
同
時
に
解
明
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

註
（
１
喀
左
県
文
化
館
他
「
遼
寧
喀
左
県
山
湾
子
出
土
股
周
青
銅
器
」
『
文
物
員
一
九
七
七
年
十
二
期
。

（
陳
夢
家
「
西
周
断
代
」
『
考
古
学
報
』
十
冊
、
’
九
五
五

３
）

河
省
博
物
館
「
凌
源
県
海
鳥
営
子
村
発
現
的
古
代
青
銅
器
」
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
五
年
八
期
。

（
４

遼
寧
省
博
物
館
文
物
工
作
隊
『
概
述
遼
寧
省
考
古
新
収
穫
」
『
文
物
考
古
工
作
…
十
年
』
、
北
京
、
一
九
七
八
年
。

（
５
）
遼
寧
省
博
物
館
他
「
遼
寧
喀
左
県
北
洞
村
発
現
股
代
青
銅
器
」
『
考
古
』
’
九
七
三
年
四
期
北
洞
村
文
物
発
掘
小
組
他
「
遼
寧
喀
左
北
洞
村
出
土
的

股
周
青
銅
器
」
『
考
古
』
一
九
七
四
年
六

遼
寧
省
山
湾
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群
（
甲
元
）
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６
）
註
（
４
）

（
７
）
晏
碗
「
北
京
、
藩

北
京
市
文
物
局
去

中
国
社
会
科
学
院

（
８
）
琉
璃
河
考
古
工
作

中
国
科
学
院
考
古

（
９
）
註
（
Ｔ
〉
に
同
じ
ｑ

⑯
）
伊
鴎
道
治
爵
圃

Ｅ
）
白
川
静
『
金
文
彌

（
胆
）
註
（
４
）
に
同
じ
。

（
旧
）
註
（
４
）
に
同
じ
。

（
ｕ
）
克
什
克
騰
旗
文
化

（
通
）
北
京
市
文
物
管
理

（
旭
）
註
（
１
）
に
同
じ
。

（
Ⅳ
）
註
（
２
）
に
同
じ
。

（
肥
）
程
長
新
「
北
京
市

（
旧
）
甲
元
眞
之
「
燕
の

甲
元
眞
之
「
西
周

（
別
）
註
（
２
）
に
同
じ
。

（
Ⅲ
）
註
（
岨
）
に
同
じ
。

（
躯
）
註
（
１
）
に
同
じ
。

（
鍋
）
註
（
１
）
に
同
じ
。

（
型
）
註
（
１
）
に
同
じ
。

（
鯛
）
註
（
８
）
に
同
じ
。

（
妬
）
註
（
８
）
に
同
じ
。

（
〃
）
註
（
畑
）
に
同
じ
。

（
班
）
註
（
ｕ
）
に
同
じ
。

（
羽
）
隣
西
省
考
古
研
究
一

遼
寧
省
山
湾
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群
（
甲
元
）

化
館
「
遼
寧
克
什
克
騰
旗
天
宝
同
発
現
商
代
銅
甑
」
、
『
考
古
員
一
九
七
七
年
五
期
。

理
処
「
北
京
地
区
的
又
一
重
要
考
古
収
穫
ｌ
昌
平
白
浮
西
周
木
榔
墓
的
新
啓
示
」
、
『
考
古
』
、

国
社
会
の
成
立
員
東
京
、
一
九
七
七
年
。

通
釈
』
四
六
、
京
都
、
一
九
七
七
年
。

６
に
同

遼
寧
出

一
考
古
隊

一
院
考
古

作
隊
「

古
研
究
．

所
他
『
険
西
出
士
商
周
青
銅
器
』
ロ
、
北
京
、
一
九
八
○
年
。

こ

順
義
県
牛
欄
山
出
土
一
組
周
初
帯
銘
青
銅
器
」
、
『
文
物
』
、
’
九
八
一
一
一
年
十
一
期
。

成
立
と
東
北
ア
ジ
ア
」
『
東
北
ア
ジ
ア
考
古
学
研
究
会
記
念
論
集
』
、
東
京
、
’
九
八
九
年
。

初
期
燕
の
埋
納
遺
跡
」
『
百
済
研
究
』
第
十
七
一
巻
、
大
田
、
一
九
八
九
年
。

｜
士
銅
器
与
周
初
的
燕
」
『
考
古
員
一
九
七
五
年
五
期
。

「
建
国
以
来
北
京
市
考
古
和
文
物
保
護
工
作
」
『
文
物
考
古
工
作
三
十
年
』
、
北
京
、
一
九
七
九
年
。

研
究
所
『
新
中
国
的
考
古
発
現
和
研
究
員
北
京
、
一
九
八
四
年
。

北
京
附
近
発
現
的
西
周
奴
隷
殉
葬
墓
」
、
『
考
古
』
、
’
九
七
四
年
五
期
。

所
「
一
九
八
一
年
’
一
九
八
三
年
琉
璃
河
西
周
燕
墓
地
発
掘
簡
報
」
、
『
考
古
』
、
一
九
八
四
年
五
期
。

璽蓬壼嗅◎
九
七
六
年
四
期
。
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註
（
旧
）
に
同
じ
。

陳
夢
家
『
設
周
青
銅
器
分
類
図
録
』
東
京
、

北
京
、
一
九
六
○
年
。

註
（
５
）
に
同
じ
。

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
「
安
陽
小
一

註
（
詔
）
に
同
じ
。

註
（
弱
）
に
同
じ
。

註
（
皿
）
に
同
じ
。

遼
寧
省
山
湾
子
出
土
の
一
括
青
銅
器
群
（
甲
元
）

註
（
８
）
に
同
じ
。

註
（
８
）
に
同
じ
。

註
（
四
）
に
同
じ
。

容
庚
『
商
周
舞
器
通
考
』
、
北
京
、
一
九
四
一
年
。

険
西
考
古
研
究
所
他
『
隣
西
商
周
青
銅
器
』
日
、
北
京
、
’
九
七
九
年
。

註
（
１
）
及
び
（
旧
）
に
同
じ
。

唐
蘭
『
西
周
青
銅
器
銘
文
分
代
史
徴
員
北
京
、
’
九
八
七
年
。

白
川
静
『
金
文
通
釈
』
巻
六
、
京
都
、
一
九
八
○
年
。

註
（
印
）
に
同
乏

石
家
荘
地
区
文
化
局
文
物
普
査
組
」
『
河
北
省
石
家
荘
地
区
的
考
古
新
発
現
』
『
文
物
資
料
集
刊
』
『
’
九
七
七
年
。

註
（
２
）
に
同
じ
。

註
（
７
）
及
び
町
田
章
「
股
周
と
孤
竹
国
」
『
立
命
文
学
』
四
三
○
、
四
一
一
一
一
、
四
一
一
一
一
一
号
、
一
九
八
一
年
。

註
（
旧
）
に
同
じ
。

註
（
１
）
に
同
じ
。

註
（
四
）
に
同
じ
。

註
（
旧
）
に
同
じ
。

註
（
４
）
に
同
じ
。

註
（
２
）
に
同
じ
。

註
（
鉛
）
に
同
じ
。

註
（
鍋
）
に
同
じ
。

郭
宝
釣
『
商
周
銅
器
群
総
合
研
究
員 「
安
陽
小
屯
村
北
的
両
座
段
代
墓
」
『
考
古
学
報
員
一
九
八
一
年
四
期
。

北
京
、
一
九
八
一
年
。

九
七
七
年
、
原
著

中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
美
帝
国
主
義
却
掠
的
我
国
股
周
青
銅
器
図
録
』
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第３図 湾子出土銅器紋様
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第４図 擢曾子出土銅器紋様及び銘文
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